
様式第二号の八(第八条の四の五関係)
(第 1而 )

産業廃乗物処理計画書

令和 7 年 5 月 19 日

新 潟 県 知 事   殿

提出者

住所 新潟県三条市鬼木3384番地

氏塙 株式会社 金子組
代表取締役 金子貴弘

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話器号 0256453115

廃 棄物 の処理及 び清 掃 に関す る法律第 12

そ の 処 理 に 関 す る計 画 を作 成 した の で 、

第

出

条

提

9項 の規 定 に基 づ き、産 業廃 乗物 の減 量そ の他
しま す 。

事 業 場 の 名 称 株式会社 金子組

事業場の所在地 新潟県三条市鬼木3384番地

計  画  期  間 令和 7年 4月 1日  から 令和 8 年 3 月 31 日 まで

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

①事業の種類 総合工事業

②事業の規模 14,848万 円

③ 従 業 員 数 18人

廃プラスチック類

再生処理業者へ委託 再資源化

廃タイヤ

処理業者へ委託 → 破砕業者へ委託

建設工事の木くず

再生処理業者へ参託 ↓
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

焼却処理業者へ委託

伐採材、伐根材

再生処理業者へ委託 木 lヽガ
‐
チップ≧して再資源化

④産業廃棄物の一連
の処lJlの 工程 コンクリー ト破片

再生処理業者へ委託 → 再生砕石として再資源化

アスファル ト・コンクリー ト破片

再生処理業者へ委託 → 再生砕石として再資源化

(日 本産業規格 A列 4番 )



(第 2而 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
lノロい

状

産業廃棄物 の種
類

フ の コンク アスファル・コン

類 木くず クリート破片 混合廃棄物

・
IヴF    ‖二十    量 0.38 0 02 2.35 52.86   t 628,18   t 744.27 1 41

産業廃棄物 の種
類

|)F    たと
l    量

(こ れまで した

・建設工事の木くずの再利用
・混合廃乗物の分別

【日標】
②
扁計十
匹F

産業廃棄物 の種
類

工
ず
設
く

コンク アスファル ヨン

木 根初
ト

クリートイ波ヴ十 混合廃乗物

排  出  量 0,30    t 0,00 2.00   t 30,00 300.00   t 500,00

産業廃棄物 の種
類

つ卜  出
(今後 す る の

・建設工事の木くずの再利用
・混合廃棄物の分別

産業廃乗物の分別に関する事項

①
現
状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

廃プラスチックや紙くずを分別し、混合廃棄物量を削減

②
計ト
画F

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )
。上記分別を引き続き実施



(第 3面 )

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状

産業廃乗物 の

類

ツ 工 の コンク スファル コン

類 木くず 根イヽガ
^ クリート破片 混合廃乗物

自ら再生利用を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

産 業 の

類

自ら再生利用を行つた

産 業 廃 莱 物 の 量

これ で 1こ し

【日標】
②
計|^
画

産 の イヤ コンク アスファル・ コン 設

類 類 木くず クリート破片 混合廃棄物

自ら再生利用を行う

産 業 廃 乗 物 の 星・

産 の

類

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

る予 の計画 )

自ら行 う産業廃棄物の中問処理に関する事項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状

産 業 棄物 の種 設 の コンク スファル コン

類 木 くず 根材 クリート破片 混合廃棄物

自ら熱 回収 を行 っ

業廃 乗 物 の

自ら中間処理 に よ り
打ュ し r‐ 座 栄 廃 来 初

産 棄物 の種
類

自ら熱 回収 を行 っ

業廃 乗 物 の

自ら中間処】とに よ り
重 し た た 未 廃 ノ司〔靱

これまでに し

【目標】
②
計
画

産 物 の コンクリー アスファル・ コン

類 類 く司
ミ
根籾
‐

クリート破片 混合廃棄物

回

業廃 棄 物 の

自ら中間処理 に よ り
重 丁 0産 業 廃 来 初

産 棄物の

類

厘|

産 業 lブも棄 物 の

自ら中間処理 に よ り
皇 丁 る た 来 廃 来 初

る の



(第 4而i)

自ら行 う産業廃乗 4勿の塑l立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状

フ 設 工 コンク アスファル・ コン
産業廃乗物

類 木くず クリート破片 混合廃棄物

投入処分を行った
の

産業廃棄物の

又 イま

投入処分を行つた
の

これまでに し

【目標】
②
;計ト
lli

産業廃栗物の
ラスチック 工 の 伐 コンクリー スファ ・コン

類 木くず 根材 クリート破片 混合廃棄物

海洋投入処分 を行 う
の

産業廃棄物の

海洋投入処分 を行 う
の

(今後実施する予 の

産業廃葉物の処JJlの委託に関する茅項

【前年度 ( 6 年度 )実績】
①
現
状

工
ず
設
く

コンク アスファル コン

類 木 クリート破片 混合廃栗物

全処理委託量 0.38    t 0 02    t 2.35 52.86 628,18   t 744.27   t 1.41

良認定処
2.35 43.06

の処理!委 託

再 用
0.38 42.11 628,18   t 744.27   t

への処理委託

認 回

への処理委託

以外の熱回収を行う

企処肌委託量

良認定処Tll業者
へ の処理!委 託 量

再 生 用

への処〕lll委 託量

認 回収

への処逆l参託量

以外の熟回収を行 う

した(こ れまでに



(第 5面 )

②
計
画

【目標】

産業廃棄物の種類
瘍悟フ
コ
ラスチック

類
5琶タイヤ 建設工事の

木くず
伐採材・侠
根材

コンクリート破片 アスファザレト ・ コン

クリート破片
安定型建設
混合廃棄物

全処理委託量 0,30    t 0,00   t 2.00 30.00   t 300.00   t 500.00   t 0,00    t

2.00 30,00

0.30    t 300,00   t 500.00   t

産業廃棄物の種類

全処理委託量

(今後実施する予定の取組 )

※事務処理1闘



(別 紙 )

第 2面 管理体制図 について

廃棄物処理に関する管理体制

廃棄物処理に関する管理体系図

責任者 代表取締役 社長
ISO推進委員会 管理責任者

工事担当 事業部 組織人数 :5人

業
務
内
熔

管理責任者 廃棄物処理計画決裁業務

事業部長 廃乗物処理方針の策定

廃棄物処理計画の作成洵容確認

内部監査員 廃棄物処理計画の作成内容確認

産業廃棄物管理票交付等状況報告書の作成

工事担当 ・廃棄物処理計画の作成

・処理委託業者の調査、選定

・委託契約の締結
,産業廃棄物管理票の交付及び管理

・社員、協力業者に封する教育

・工事監督者への報告

代表取締役 社長

ISO推進委員会

事業部

事業部長

工事担当

各工事現場


